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１、ポンプの構造  

１ ） 消 防 ポ ン プ の 概 要  

現 在 、 特 殊 な も の を 除 き 消 防 用 ポ ン プ と し て 使 用 さ れ て い る も の は 、

遠 心 ポ ン プ で あ る 。圧 力 は 低 い も の で 0 . 5 [ M P a ]、高 圧 の も の で 3 [ M P a ]、

ま た 放 水 量 は 小 型 の も の で 0 . 4 [㎥ / m i n ]、 大 型 の も の で 1 0 [㎥ / m i n ]に も

達 す る 。  

 ポ ン プ の 動 力 と し て は 、 エ ン ジ ン や 電 動 機 が 用 い ら れ 、 直 接 又 は 歯 車

等 を 介 し て ポ ン プ 等 を 駆 動 す る 。 内 燃 機 関 に よ る も の は 、 消 防 ポ ン プ 自

動 車 等 の 移 動 式 と し て 、 電 動 機 の も の は 、 屋 内 消 火 栓 等 の 定 置 式 に 多 く

利 用 さ れ て い る 。  

 羽 根 車 を ケ ー シ ン グ 内 で 回 転 さ せ 液 体 に エ ネ ル ギ ー を 与 え る ポ ン プ の

う ち 、 羽 根 車 か ら 吐 き 出 さ れ る 流 れ が 、 主 と し て 主 軸 に 垂 直 な 面 内 に あ

る ポ ン プ を 遠 心 ポ ン プ と 呼 び 、 現 在 多 く の 消 防 に 遠 心 ポ ン プ が 利 用 さ れ

て い る 。  

                        

             

ま た 、 遠 心 ポ ン プ の 利 点 は 、 次 の と お り で あ る 。  

①  電 動 機 、 内 燃 機 関 な ど 高 速 回 転 す る 原 動 機 と 連 結 し て 運 転 す る

の に 適 す る 。  

  ②  水 量 や 揚 程 を 変 化 さ せ て 広 い 範 囲 に 使 用 で き る 。  

  ③  他 の 形 式 に 比 べ て 小 型 、 軽 量 で 据 付 面 積 が 少 な い 。     

  ④  比 較 的 振 動 が 少 な く 連 続 し て 使 用 で き る 。  



    ⑤  多 少 の 泥 や 砂 を 含 ん だ 水 を  

揚 水 し て も 支 障 な く 運 転 で き る 。  

⑥  比 較 的 構 造 が 簡 単 で 取 扱 い が 容 易 で あ る 。  

⑦  水 量 や 圧 力 の 調 節 が 容 易 で あ る 。  

 

２ ） 呼 水 装 置 の 構 造  

   ・ 消 防 ポ ン プ に 使 わ れ る 遠 心 ポ ン プ は 、 ポ ン プ 位 置 よ り も 低 所 か

ら 吸 水 す る 場 合 、 ま ず 、 ポ ン プ 内 や 吸 管 部 に 水 を 満 た し た 状 態 に

し な い と 吸 水 が で き な い 。 こ の た め 、 呼 水 装 置 と し て 真 空 ポ ン プ

が 取 り 付 け ら れ て い る 。  

 

   ・ 真 空 ポ ン プ は 、 ポ ン プ 内 や 吸 管 内 の 空 気 を 吸 入 ・ 排 出 し て 、 真

空 状 態 を 作 る こ と に よ り ポ ン プ 内 に 水 を 揚 水 す る も の で あ る 。 真

空 ポ ン プ に は 偏 心 ロ ー タ リ ー ベ ー ン ポ ン プ が 使 わ れ て い る 。 そ の

構 造 は 、ケ ー シ ン グ と 中 心 を ず ら し て ロ ー タ ー（ 回 転 体 ）が あ り 、

ロ ー タ ー の 溝 に は 、 ベ ー ン （ 羽 根 ） が 挿 入 さ れ て い て 、 ロ ー タ ー

が 回 転 す る と こ れ が 遠 心 力 に よ り 飛 び 出 す た め 、 ケ ー シ ン グ と の

機 密 を 保 ち な が ら 吸 入 し た 空 気 を 排 気 口 か ら 送 り 出 す 機 構 に な っ

て い る 。  



      

 



 

 

N o .  名 称  N o .  名 称  

1  真 空 ポンプ  6  プーリー  

2  ロータ  7  ベアリング  

3  サイドプレート  8  ０ リング  

4  ベーン  9  シャフト  

5  真 空 ポンプカバー      



 

２、ポンプ運用  

 

１ ） 基 本 操 作 手 順  

あ ）  後 着 隊 部 署 位 置 や 隊 員 の 活 動 範 囲 を 考 慮 し 、 車 両 を 水 利 に 近 い

位 置 に 部 署 す る 。 な お 、 地 盤 の 軟 弱 な 場 所 を 避 け 、 可 能 な 限 り

水 平 で あ る こ と が 望 ま し い 。  

  い ）  サ イ ド ブ レ ー キ を 確 実 に 引 く 。  

  う ）  ギ ア が ニ ュ ー ト ラ ル に 入 っ て い る こ と を 確 認 し 、 ク ラ ッ チ を 確

実 に 踏 み 込 み ポ ン プ レ バ ー を 引 く 。  

    （ 電 磁 ク ラ ッ チ の 車 両 は 、 ク ラ ッ チ を 踏 ま ず Ｐ Ｔ Ｏ ス イ ッ チ を

押 す こ と も 可 能 ）  

 え ）  周 囲 の 安 全 を 確 認 し て か ら ド ア を 開 け 、 下 車 す る 。  

 お ）  車 輪 止 め を 掛 け る 。  

 か ）  吸 管 を ね じ れ ・ 曲 が り の 無 い よ う に 全 伸 長 す る 。 そ の 後 、 控 え

綱 を 外 し 、 水 利 に 投 入 す る 。 乱 雑 な 操 作 を 避 け 、 結 合 部 の 緩 み

や 損 傷 等 が 生 じ な い よ う 注 意 す る 。  

 き ）  控 え 綱 を 車 両 後 方 に 結 着 し 、 枕 木 を 吸 管 に 設 置 す る 。  

 く ）  吸 水 口 コ ッ ク を 全 開 放 す る 。  

 け ）  真 空 ポ ン プ ボ タ ン を 押 し 、 真 空 ポ ン プ を 作 動 さ せ る 。 吸 管 の 動

き ・ 連 成 計 及 び 圧 力 計 示 度 の 変 化 を 注 視 し 、 真 空 ポ ン プ の 停 止

音 、 吸 管 の 重 み 等 で 揚 水 が 完 了 し た こ と を 確 認 す る 。  

こ ）  冷 却 水 バ ル ブ を 開 放 す る 。  

  （ 車 両 に は ２ 個 の 冷 却 水 バ ル ブ が あ る が 、 片 側 の み を 開 放 す る 。

目 詰 ま り な ど が 生 じ た 際 に は 、 も う 片 方 を 開 放 し そ の 間 に 清 掃

を 行 う 。）  

さ ）  放 口 に ホ ー ス を 結 合 す る 。  

し ）  放 口 コ ッ ク を 1 / 4～ 1 / 2 程 度 開 放 し 、 予 備 注 水 を 行 う 。  

す ）  放 口 コ ッ ク を 一 度 閉 め 、「 放 水 始 め 」 の 指 示 を 待 つ 。  

せ ）  指 示 が 来 た の ち 、 放 口 コ ッ ク を 徐 々 に 全 開 ま で 開 き 、 同 時 に 所

要 の 流 量 ま た は 放 水 圧 力 に な る よ う に ス ロ ッ ト ル レ バ ー を 操 作

す る 。  

   



そ ）  放 水 停 止・撤 収 の 指 示 の 後 、コ ッ ク を 閉 め ク ラ ッ チ を 踏 み な が

ら ポ ン プ レ バ ー を 操 作 す る 。  

 

２ ） 水 利 別 吸 水 要 領 並 び に 注 意 事 項  

 ア ） 有 圧 水 利 (消 火 栓 ・ 加 圧 装 置 付 貯 水 槽 等 )の 注 意 事 項  

  有 圧 水 利 と は あ ら か じ め 加 圧 さ れ た 水 利 で あ り 、 消 火 栓 ・ 加 圧 装

置 付 き 貯 水 槽 等 の こ と を い う 。 特 徴 と し て は 、 有 圧 水 利 の 開 閉 弁

を 開 け ば 、 勢 い よ く 水 が 排 出 さ れ る 。   

 

<吸 水 時 >   

    ① 基 本 操 作 手 順 の あ ～ お ま で 同 じ        

     ② 消 火 栓 鍵・ス ピ ン ド ル ド ラ イ バ ー を 消 火 栓 位 置 に 搬 送 す る 。 

     ③ 吸 管 を 必 要 な 長 さ に 延 長 す る 。 こ の と き 、 吸 管 が マ フ ラ ー

な ど の 熱 源 に 接 触 し な い よ う に 注 意 す る 。  

     ④ 足 元 及 び 腰 の 怪 我 に 注 意 し 、 開 閉 器 具 を 設 定 す る 。  

⑤ 消 火 栓 の 取 出 し 口 に 土 砂 ・ 小 石 等 の 異 物 が 入 っ て い る こ と

が あ る の で 、 吸 管 結 合 前 に 少 し 放 水 し 、 除 去 し て か ら 結 合

す る 。 な お 、 中 継 ・ 強 圧 水 利 に は 吸 管 を 使 用 せ ず ホ ー ス を

使 用 す る 。  

     



⑥ 結 合 し た ら 吸 管 を 引 い て 結 合 状 態 を 確 認 す る 。（ パ ッ キ ン

等 の 不 良 で 空 気 を 吸 い 込 む 場 合 は 、 消 火 栓 ボ ッ ク ス 内 を 満

水 に し て 使 用 す る 。）  

    ④ 消 火 栓 の 開 閉 弁 を 全 開 に す る 。  

    ⑤ 連 成 計 を 注 視 し 、 揚 水 の 完 了 を 確 認 す る 。 な お 、 消 火 栓 の

吸 水 は 原 則 と し て 連 成 計 ０ ま で と す る 。  

    ⑥ 基 本 操 作 手 順 の さ ～ せ ま で 同 じ 。  

    ※ 消 火 栓 の 使 用 時 、 他 の 隊 か ら の 中 継 を 受 け な い こ と 。  

    

<吸 水 能 力 の 判 断 基 準 >  

   ① 消 火 栓 の 残 圧 に よ っ て 連 成 計 指 度 は 変 化 し 、 吸 水 量 が 不 足 す る

と 連 成 計 が 不 安 定 に な る 。  

   ② 吸 水 側 と 吐 出 側 の 吸 水 放 水 量 の 合 計 が 一 致 す る と き は 、 連 成 計

は ０ を 指 す が 、消 火 栓 残 圧 が 小 さ い 時 は 真 空 側（ マ イ ナ ス ）を 、

大 き い と き は 圧 力 側 （ プ ラ ス ） を そ れ ぞ れ 指 す 。  

    従 っ て 連 成 指 度 は 消 火 栓 残 圧 に よ っ て 変 化 す る も の で あ り 、 ま

た 消 火 圧 は 、 管 路 ・ 管 径 等 に よ っ て 一 定 で は な い た め 、 連 成 計

の 残 圧 指 度 の み で 吸 水 限 界 を 判 断 す る こ と は で き な い 。  

     一 般 に は 連 成 計 指 度 が 降 下 し て も 、 圧 力 指 度 が 上 昇 す る 限 り

吸 水 可 能 で あ り 、吸 水 限 界 付 近 に な る と 圧 力 計 が 不 安 定 に な り 、

吸 水 限 界 を 超 え る と 圧 力 指 度 が 急 降 下 す る（ キ ャ ビ テ ー シ ョ ン ）

こ と に よ っ て 限 界 を 知 る こ と が で き る 。  

  

イ ） 無 圧 水 利 (防 火 水 槽 ・ 河 川 ・ 貯 水 池 等 )  

  無 圧 水 利 と は 防 火 水 槽 ・ 河 川 の よ う に あ ら か じ め 圧 の か か っ て い

な い 水 利 の こ と を い う 。  

 

<河 川 か ら の 吸 水 >  

  ① 水 量 の 少 な い 河 川 に す で に 先 着 隊 が 部 署 し て い る と き 、 後 着 隊

は 先 着 隊 の 吸 水 に 支 障 を 与 え な い よ う に 、 川 下 （ 下 流 ） で 吸 水

す る 。  

  ② 潮 の 干 満 に 影 響 す る 河 川 の 場 合 は 、 時 間 の 変 化 に よ る 潮 位 に 留

意 す る 。  



  ③ で き る 限 り 吸 水 落 差 が 小 さ く 、 さ ら に 吸 水 距 離 が 短 く な る よ う        

   な 位 置 に 部 署 す る 。（ 吸 水 落 差 は ７ ｍ ～ ８ ｍ 以 下 と す る 。）  

  ④ 吸 管 の 先 端 に は 、 ス ト レ ー ナ ー 及 び ち り か ご の 取 付 け の 有 無 を

確 認 す る 。  

  ⑤ 吸 管 を 投 入 す る 部 分 の ゴ ミ な ど を 取 り 除 く 。  

  ⑥ 吸 管 は 、 摩 擦 損 失 を 少 な く す る た め に 全 部 延 ば す こ と を 原 則 と

す る 。 し か し 、 状 況 に よ っ て 吸 管 に 余 裕 が 生 じ た 場 合 は 、 大 曲

り さ せ て 使 用 す る 。  

  ⑦ ス ト レ ー ナ ー 部 は 、 少 な く と も 水 面 下 ３ ０ ㎝ 以 上 深 い 位 置 に 配

置 し 、 川 底 か ら は １ ５ ㎝ 以 上 離 れ た 位 置 に 投 入 す る 。   

  ⑧ 水 量 が 少 な い 河 川 や 水 深 の 浅 い 河 川 に 部 署 し た 場 合 は 、 流 れ を

せ き 止 め た り 、川 底 を 掘 り 下 げ る こ と に よ り 、水 量 を 確 保 す る 。  

   ス ト レ ー ナ ー が 泥 土 に 潜 る 可 能 性 が あ る 場 合 は 、 シ ー ト 等 を 利

用 し て 流 入 を 防 止 す る 。  

  ⑨ 流 れ の あ る 場 合 は 、 ス ト レ ー ナ ー の 向 き を 流 れ に 逆 行 さ せ て 投

入 す る 。 こ の 場 合 、 必 要 に 応 じ て ホ ー ス や 積 載 梯 子 を 投 入 し 、

ス ト レ ー ナ ー が 浮 き 上 が る こ と を 防 止 す る 。  

 

  ⑩ 水 深 が あ る 場 合 は 、 ス ト レ ー ナ ー が 川 底 に 達 し な い よ う に 控 え

綱 で 調 整 す る 。  

  ⑪ 水 利 ま で の 距 離 が 遠 く 、 吸 管 ２ 本 を 使 用 す る 場 合 は 、 結 合 部 を



確 実 に 結 合 し 、 さ ら に ロ ー プ で 保 護 す る 。  

   夜 間 ま た は 足 場 の 悪 い 場 所 で の 吸 管 投 入 作 業 は 、 身 体 を ロ ー プ

で 確 保 す る な ど 安 全 に は 十 分 注 意 す る 。  

  ⑫ 基 本 操 作 手 順  き ） ～ せ ） ま で 同 じ 。  

 

<防 火 水 槽 か ら の 吸 水 要 領 >  

  ① 吸 管 先 端 に ス ト レ ー ナ ー 及 び ち り か ご が 取 り 付 け て あ る か 確 認

し 、 ス ト レ ー ナ ー を 防 火 水 槽 最 深 部 ま で 投 入 す る 。  

  ② 吸 管 は 、吸 水 損 失 を 少 な く す る た め 全 部 伸 ば す こ と を 原 則 と し 、

吸 管 に 余 裕 が 生 じ た ら 大 曲 り さ せ る 。  

  ③ 吸 管 を ２ 本 以 上 投 入 す る 場 合 は 、 各 ス ト レ ー ナ ー 部 を で き る か

ぎ り 離 し た 位 置 に 投 入 す る 。  

  ④ ス ト レ ー ナ ー 部 は 、 少 な く と も 水 面 下 ３ ０ ㎝ 以 上 深 い 位 置 に 配

置 し 、 川 底 か ら は １ ５ ㎝ 以 上 離 れ た 位 置 に 投 入 す る 。 防 火 水 槽

に は 、 マ ン ホ ー ル 部 の 真 下 に た め ま す が あ る の で 、 残 水 が 少 な

い 場 合 は 、 ス ト レ ー ナ ー を た め ま す に 入 れ 残 水 を 活 用 す る 。  

        

 

  ⑤ 基 本 操 作 手 順  き ） ～ せ ） ま で 同 じ  



   

<エ ジ ェ ク タ ー 操 作 要 領 >  

 無 圧 水 利 に 部 署 し 吸 管 １ 本 で 吸 水 中 に 、 吸 水 量 不 足 が 予 想 さ れ る 場

合 は エ ジ ェ ク タ ー 操 作 を 行 い 、 吸 管 ２ 本 に て 吸 水 す る 。  

エ ジ ェ ク タ ー 操 作 を 行 う 目 安 と し て は 、 連 成 計 示 度 が － ０ ． ０ ５ Ｍ Ｐ      

a 程 度 と な っ た 場 合 と す る 。 な お 、 エ ジ ェ ク タ ー 操 作 を 行 う 場 合 は 、

筒 先 員 に 継 続 し て 放 水 す る こ と 、 操 作 に よ り 放 水 圧 力 が 若 干 変 動 す る

こ と を 伝 え て お く 。     

 

 ① 連 成 計 示 度 が － ０ ． ０ ５ Ｍ Ｐ a 程 度 に な っ た こ と を 確 認 す る 。  

 ② 筒 先 員 に エ ジ ェ ク タ ー 操 作 を 行 う こ と を 伝 え る 。  

 ③ ２ 本 目 の 吸 管 を 投 入 す る 。  

 ④ エ ジ ェ ク タ ー バ ル ブ を 徐 々 に 開 放 す る 。  

  → エ ン ジ ン 音 変 化  

   圧 力 計 下 降  

   連 成 計 上 昇  

   グ ラ ス ボ ー ル に 水 が 溜 ま り 始 め る  

※ 急 激 に 開 放 す る と 落 水 し て し ま う の で 注 意  

  



⑤ 空 気 が 排 出 さ れ 満 水 し た こ と を 確 認  

→ グ ラ ス ボ ー ル が 満 水 状 態  

   エ ン ジ ン 音 元 に 戻 る  

   圧 力 計 元 に 戻 る  

   連 成 計 元 に 戻 る  

⑥ 吸 水 口 コ ッ ク を 徐 々 に 開 放 し 全 開 に す る 。（ 揚 水 完 了 ）  

   → 圧 力 計 僅 か に 上 昇  

    連 成 計 上 昇  

※ 急 激 に 開 放 す る と 落 水 し て し ま う の で 注 意  

 ⑦ エ ジ ェ ク タ ー バ ル ブ を 閉 じ る 。  

 ⑧ ポ ン プ 圧 力 再 設 定  

  放 水 量 に 応 じ て ポ ン プ 圧 力 再 設 定 す る 。  

 

３、現場活動終了後の留意点  

○ 現 場 活 動 終 了 後 、 ポ ン プ 内 に 残 っ た 水 を 排 水 す る た め に 、 空 真 空 操

作 を 行 う 。  

  ① 吸 管 を 着 水 さ せ ず に 吸 水 コ ッ ク と 送 水 コ ッ ク を 閉 め て お く （ 出 動

前 の 状 態 と 同 じ ）。  

  ② ド レ ー ン を 閉 め て お く 。  

  ③ １ ０ 秒 程 度 真 空 を 掛 け る 。  

  ④ １ ０ 秒 程 度 待 っ て か ら 吸 水 コ ッ ク を 開 け る 。  

  ⑤ 再 度 ③ ・ ④ を 行 う 。  

  ⑥ ド レ ー ン を 開 け て 、 水 が 出 な く な り 次 第 閉 め る 。  

○ 自 然 水 利 等 、泥 や 砂 そ の 他 不 純 物 が 多 い 水 利 を 使 用 し た 場 合 は 、再

度 水 の み を 吸 水 及 び 排 水 し 、ポ ン プ の 中 の 不 純 物 を 取 り 除 い て か ら

空 真 空 操 作 を 行 う 。  

 

４、難しい用語の解説  

○ キ ャ ビ テ ー シ ョ ン  

ポ ン プ 運 転 中 に あ る 限 度 を 超 え る と 、 ポ ン プ が 異 音 と 振 動 を 発 し 、

吐 出 圧 力 が 急 激 に 低 下 す る こ と が あ る 。こ の 現 象 は 、ポ ン プ 内 の 低 圧

部 を 流 れ る 水 に 気 泡 が 発 生 し 、こ の 気 泡 が 高 圧 で つ ぶ さ れ る こ と に よ

る も の で 、流 れ の 中 に 空 洞 が で き る こ と か ら キ ャ ビ テ ー シ ョ ン（ 空 洞



現 象 ）と い う 。主 な 原 因 と し て は 、吸 水 量 が 吐 水 量 よ り 少 な い 為 、ポ

ン プ 内 の 減 少 し た 水 に 圧 が 掛 か り 、 気 泡 が で き る 。  

以 上 の よ う に キ ャ ビ テ ー シ ョ ン が 発 生 す る と 、ポ ン プ 吐 出 圧 力 が 急

激 に 減 少 し 、送 水 に 支 障 を き た す こ と に な る 。し た が っ て 、ポ ン プ 運

用 に あ た っ て は 、キ ャ ビ テ ー シ ョ ン を 防 止 す る た め 、ポ ン プ の 運 用 条

件 が キ ャ ビ テ ー シ ョ ン 限 界 を 超 え な い よ う に 配 慮 す る 必 要 が あ る 。  

 ・ 放 水 量 を 限 界 内 に す る  

         → ・ 放 水 口 数 を 多 く し す ぎ な い  

          ・ ノ ズ ル 口 径 を 大 き く し す ぎ な い  

 ・ 吸 水 摩 擦 損 失 を 減 ら す  

         → ・ 並 列 吸 水 （ 吸 管 ２ 本 ） に す る  

          ・ ス ト レ ー ナ ー 等 の 詰 ま り を 除 く  

 

○ ウ ォ ー タ ー ハ ン マ ー  

  放 水 ノ ズ ル に お け る 放 水 停 止 、車 両 の 通 過 に よ る ホ ー ス の つ ぶ れ

等 の 原 因 に よ り 、 急 激 に ホ ー ス 等 の 管 路 内 の 水 に 波 打 ち 現 象 が 起

こ る こ と が あ る 。 こ れ は 、 管 路 内 の 水 が 急 激 に 止 め ら れ る こ と に

よ り 、 流 れ を 止 め ら れ た 部 分 に お い て 水 の 慣 性 に よ り ハ ン マ ー で

打 っ た よ う な 急 激 な 圧 力 上 昇 が 起 こ る こ と か ら ウ ォ ー タ ー ハ ン マ

ー と 呼 ば れ る 。  

例 と し て 、 多 口 放 水 中 一 方 の ノ ズ ル の 放 水 停 止 を 急 激 に 行 う と

ウ ォ ー タ ー ハ ン マ ー の た め 他 方 の ノ ズ ル 圧 力 が 急 上 昇 し て 隊 員 の

受 傷 に つ な が る 。 し た が っ て 、 安 全 管 理 及 び 機 器 保 護 の た め に ウ

ォ ー タ ー ハ ン マ ー が 発 生 し な い よ う に す る 必 要 が あ る 。  

    ウ ォ ー タ ー ハ ン マ ー に よ る 圧 力 上 昇 は 、 水 路 を 閉 鎖 す る 速 度 が

あ る 一 定 の 速 さ 以 上 の と き に 著 し く な る の で 、 ウ ォ ー タ ー ハ ン マ

ー を 防 止 す る た め に は 、 ノ ズ ル や コ ッ ク の 閉 鎖 は 急 激 に 行 わ ず ゆ

っ く り 行 う こ と が 重 要 で あ る 。  

   

   ○ 摩 擦 損 失 と 背 圧  

    ・ 摩 擦 損 失 （ 圧 力 損 失 ）  

     運 動 す る 物 体 の 摩 擦 に よ っ て 、 運 動 エ ネ ル ギ ー の 一 部 が 熱 と

な っ て 失 わ れ る こ と を い う 。 吸 管 や ホ ー ス 等 を 用 い て 水 を 移



動 さ せ る と き 、 管 の 内 径 と 水 の 接 地 面 に 摩 擦 が 生 じ 、 摩 擦 の

分 だ け 水 圧 が 減 少 す る 。 そ の た め 、 摩 擦 損 失 を 考 慮 し 送 水 し

な け れ ば 、 有 効 な 放 水 が で き な い た め 、 消 火 活 動 に 影 響 を き

た す 。 詳 細 な 計 算 方 法 が あ る が 、 あ ま り に 難 読 な た め 、 本 マ

ニ ュ ア ル に あ っ て は 目 安 と し て １ 例 を 記 載 す る 。  

      ６ ５ ㎜ ホ ー ス で １ ０ ０ ｍ （ ５ 本 ） で 送 水 し た 場 合 の 摩 擦 損

失 は 約 １ MＰ a（ １ k g f /㎠ ） で あ る 。 つ ま り 、 ６ ５ ㎜ ホ ー ス １

本 で の 摩 擦 損 失 は 約 ０ ． ２ MＰ a（ ２ k g f /㎠ ） で あ る 。  

    ・ 背 圧 （ 高 さ 損 失 ）  

     高 低 差 に よ る 重 力 に よ り 生 じ る 圧 力 増 減 を 背 圧 と い う 。 低

所 か ら 高 所 に 送 水 す る 場 合 に は 送 水 圧 が 背 圧 分 減 少 し 、高 所

か ら 低 所 に 送 水 す る 場 合 に は 送 水 圧 が 背 圧 分 増 加 す る 。                       

背 圧 の 目 安 と し て 、送 水 位 置 か ら 放 水 位 置 ま で の 高 低 差 が １

０ ｍ の と き 、 背 圧 は 約 １ ０ Ｍ Ｐ a（ １ k g f /㎠ ） で あ る 。  

     計 算 式 と イ メ ー ジ 図 は 下 記 の と お り 。                

      

＜ 注 意 点 ＞  

 基 本 操 作 手 順 で 前 述 し た と お り 、 可 能 な 限 り 水 利 に 近 い 場 所 に 部 署 す

る こ と は 基 本 で あ る 。 吸 管 を 全 伸 長 し た 長 さ は １ ０ ． ３ ３ ｍ で あ る が 、

必 ず し も こ れ が 吸 水 可 能 な 範 囲 で あ る と は 限 ら な い 。 例 え ば 橋 の 上 に 部

署 し 、車 両 の 真 下 １ ０ ｍ の 河 川 か ら 吸 水 す る こ と は で き な い 。な ぜ な ら 、

吸 管 先 端 が 確 実 に 水 利 に 着 水 で き て い な い 可 能 性 が あ る た め で あ る 。 吸

管 は ポ ン プ 運 用 中 、 常 に 水 利 内 に な け れ ば な ら ず 、 一 度 で も 空 気 を 吸 っ

て し ま え ば 、 ポ ン プ 内 の 水 は 落 水 し 、 送 水 が で き な く な る 。 不 確 実 な 吸

水 操 作 は 、 消 火 活 動 の 根 底 を 揺 る が す 危 険 を 伴 う 。  

 し た が っ て 、 確 実 な 吸 水 操 作 の た め に 、 ７ ～ ８ ｍ を 吸 管 の 有 効 使 用 範

囲 と す る 。  


